
 
 

親
子
対
象
講
座
の
開
催

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
お
絵
か
き
や
年
賀
状
を

つ
く
る
「
親
子
Ｐ
Ｃ
入
門
講
座
」
の
ほ
か
に

「
親
子
で
つ
く
る
自
分
だ
け
の
器
」
や
「
七
宝

で
つ
く
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
な
ど
は
、
夏
休
み

あ
る
い
は
冬
休
み
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

毎
年
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

今
年
度
初
め
て
開
催
し
た
「
け
ん
玉
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
遊
ぼ
う
」
で
は
、
元
世
界
テ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
す
ば
ら
し
い
妙
技
に
ふ
れ
な
が
ら
、
初

心
者
の
子
ど
も
か
ら
腕
自
慢
の
高
齢
者
ま
で
、

楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
い
わ
き
支
部

と
共
催
に
よ
る
「
ふ
だ
ん
着
の
お
茶
会
」
は
、

会
を
重
ね
る
ご
と
に
家
族
連
れ
の
姿
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
遊
び
と
憩
い
の
広
場
」
で
実
施
し

て
い
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
や
「
紙
芝

居
」
は
、
毎
月
の
お
楽
し
み
行
事
と
し
て
定
着

し
、
小
さ
な
フ
ァ
ン
が
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
広
場
と
し
て

　

「
遊
び
と
憩
い
の
広
場
」
に
は
絵
本
や
大
型

遊
具
も
備
わ
っ
て
お
り
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等

で
知
り
合
っ
た
親
子
グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
も
見

ら
れ
、
親
子
ふ
れ
あ
い
の
広
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

で
は
、
こ
れ
か
ら
も

施
設
の
特
徴
を
い
か

し
た
事
業
や
独
自
性

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
市
民
の
生

涯
学
習
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「 ま な び 」 「 憩 い 」 「 ふ れ あ い 」 の 生 涯 学 習 プ ラ ザ「 ま な び 」 「 憩 い 」 「 ふ れ あ い 」 の 生 涯 学 習 プ ラ ザ

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
は
、
多
様
化
す
る

市
民
の
学
習
意
欲
に
こ
た
え
る
た
め
、
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

平成 19年度生涯学習プラザ主催親子交流に関する講座
№ 講 座 名 対 象 回 数 定 員 受講者数 受講者(延)

1 親子で遊ぼう
(家庭教育講座）

2・3歳児と
保護者 ６回 20組

(40名)
18組
(46名) 139名

2 七宝でつくるアクセサリー１
（親子七宝焼講座Ⅰ）

小・中学生と
保護者 ２回 15組

(30名)
15組
(32名) 62名

3 親子ＰＣお絵かき講座 １
(親子ＰＣ講座Ⅰ)

幼児・小学生と
保護者 １回 15組

(30名)
14組
(33名) 33名

4 親子でつくる自分だけの器１A･B
(親子陶芸教室ⅠA･B)

小・中学生と
保護者 ２回 30組

(60名)
30組
(73名) 73名

5 パソコンでつくるオリジナルバック
(ボランティアＩＴリーダー企画講座２)

小・中学生と
保護者 １回 10組

(20名)
12組
(25名) 25名

6 親子でつくる年賀状
(親子ＰＣ講座Ⅱ)

小・中学生と
保護者 １回 15組

(30名)
９組
(22名) 22名

7 七宝でつくるアクセサリー２
(親子七宝焼講座Ⅱ)

小・中学生と
保護者 ２回 15組

(30名)
９組
(37名) 37名

8 親子でつくる自分だけの器２A･B
(親子陶芸教室ⅡA･B)

小・中学生と
保護者 ２回 30組

(60名)
20組
(53名) 53名

9 けん玉チャンピオンと遊ぼう 小・中学生と
保護者 １回 － － 20名

10 紙芝居・絵本の読み聞かせ 幼児と保護者 ７回 － － 95名

合計 1 0講座 25回 300名 321名 559名

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

大技にチャレンジ !!（「けん玉チャンピオンと遊ぼう」）

お茶菓子はおいしいかな？（「ふだん着のお茶会」）

第 ７ 号

平成 20年 1月 18 日



  「まなびのＷａいわき」第７号 ( 2 )

い
わ
き
ヒ
ュ
ー
マ
ン

カ
レ
ッ
ジ
は
、
市
民
の

高
度
で
専
門
的
な
学
習
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
市

内
の
二
大
学
と
高
専
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

の
も
と
に
実
施
し
て
い
る

市
民
の
た
め
の
大
学
で
す
。

本
年
度
は
、
現
代
的
課
題

や
い
わ
き
ら
し
さ
に
対
応
し

た
、
教
育
学
部
・
地
域
づ
く

り
学
部
・
人
間
環
境
学
部
・

い
わ
き
学
部
の
４
学
部
を
開

設
し
ま
し
た
。

入
学
式
は
８
月
26
日
に
い

わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
椿

山
荘
で
開
催
さ
れ
、
櫛
田
一
男

理
事
長(

市
長)

の
お
祝
い
の

言
葉
が
、
砂
子
田
敦
博
副
理
事

長(

教
育
長)

か
ら
伝
え
ら
れ
、

続
い
て
、
学
長
の
童
門
冬
二
先

生
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
３
２
9
名
の
入
学
生
を
代
表

し
て
、
教
育
学
部
の
林
志
津
さ
ん
が

「
全
課
程
の
受
講
、
そ
し
て
修
了
を
目

指
し
て
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
、
童
門
学
長
に
よ

る
「
風
林
火
山
と
地
方
自
治
」
と

題
し
た
講
演
が
、
一
般
市
民
を
含

め
た
７
５
０
名
の
聴
衆
を
前
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
「
歴

史
上
の
人
物
の
よ
い
意
味
で
の
足

跡
、
業
績
を
後
世
の
人
々
が
検
証

し
、
そ
れ
を
市
民
の
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
再
利
用
・

活
用
す
る
こ
と
。
」
の
重
要
性

に
つ
い
て
触
れ
、
そ
こ
か
ら
「
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
本
当
の
目

的
、
ま
た
、
生
涯
学
習
の
目

的
と
い
う
の
は
、
そ
こ
の
地

域
が
『
ら
し
さ
』
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い

う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　教育学とは、広く人間形成に関わる事象の本質

やプロセス、目的・内容・方法等を社会的・心理

的・歴史的・生理的諸

側面から究明する学問

です。本学部では、子

どもから高齢者まで生

涯発達・生涯学習の視

点から教育学を学びま

した。

　理工系はもとより、文系の視点からも「グロー

バル ( 地球規模 )」かつ「ローカル ( いわき )」に、

生活環境に関する問題に

ついて考察しました。「生

活人」の目をもって「環

境問題」を追究すること

で、「いわき」における

自然と人間のあり方につ

いて学びました。

　昨今地方や地域に関わる様々なニュースが世間

を騒がせ、人々の関心が高まっています。本学部

では、いわき市の身近

な事例やリアルな話題

を中心に、経済・福祉・

社会などの背景や全国

的動向を紐解きながら、

いわきのまちづくりに

ついて考えました。

　律令時代に焦点をあて、菊多郡衙とその背景、発

掘された遺跡の事例から「生産と流通」、「庶民の生

活」について学びました。

　史跡めぐりでは古代か

ら中世の歴史的遺産に触

れ、歳時記から庶民の生

活文化を紐解き、天田愚

庵の文学から愚庵の人間

性について考えました。

童
門
冬
二
学
長
講
演  

「
風
林
火
山
と
地
方
自
治
」

「
風
林
火
山
と
地
方
自
治
」

地域づくり学部 ( 東日本国際大学 )

い わ き 学 部 ( 生涯学習プラザ )

教 育 学 部 ( いわき明星大学 )

人間環境学部 ( 福島工業高等専門学校 )

平成 19 年度平成 19 年度「いわきヒューマンカレッジ」の内容を紹介します「いわきヒューマンカレッジ」の内容を紹介します

入学生代表挨拶

福島朋子 准教授

原田正光 教授 松尾心空 住職

難波利光 講師



 ( 3 ) 「まなびのＷａいわき」第７号 

期　間 平成 20 年 2 月 23 日 ( 土 )・24 日 ( 日 )

 午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分

会　場 いわき市生涯学習プラザ 4 階・5階
 いわき市消費生活センター 4 階
 いわきワシントンホテル椿山荘 3 階

★フェスティバル開催期間中は、午後5時30分に
閉館させていただきます。

　生涯学習フェスティバルは、いわき市生涯学習プラザを

拠点に活動する団体・サークルと市民との交流を通して、

さらに親睦を深め、広く生涯学習を推進することを目的に

開催します。

第 4 回 生 涯 学 習 フ ェ ス テ ィ バ ル

日 時 2月23日(土)午前10時00分～12時15分

会 場 いわきワシントンホテル椿山荘

「いわき市のヘリテージ(産業遺産)と
　　　近年の観光情勢」

(社)いわき市観光物産協会会長

 　里 見  庫 男 先生

※講演では手話通訳と要約筆記を実施します。

　

 ◎フラダンス演技
　 カヒコフラクラブ　

 ◎コーラス
　 女声合唱団いわき

◎実演・公開
おはなし会　陶 芸　フォークダンス

チアダンス　社交ダンス

◎体　験
お茶会　聞香会　囲 碁　健康体操　昔の遊び

エアロビック　太極拳　要約筆記ボランティア

パソコンでつくる「カレンダー・便せん・ＣＤラ

ベル・手書き地図」　Google Earth 体験

◎相　談
絵本・子育て相談

◎国際理解
韓国語講座　英会話

講演「海外研修報告」

◎発　表
舞踊　吟詠　謡曲　仕舞

篠笛演奏

トーンチャイム演奏

講演「子どもたちの

望ましい生活習慣」

◎作品展示
陶器　水墨画　書道　写真

絵手紙　俳句　パッチワーク

◎サークル紹介

◎教育文化施設情報コーナー

写真「石炭積込場跡」

喫
茶
コ
ー
ナ
ー

お
茶
と
手
作
り
ケ
ー

キ
を
無
料
で
用
意
し

ま
す

物
づ
く
り
体
験

キ
ー
フ
ォ
ル
ダ
ー
や
ス

ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
が
体

験
で
き
ま
す



  「まなびのＷａいわき」第７号 ( 4 )

生涯学習に関する調査研究

　

い
わ
き
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
は
、
市

民
の
多
様
な
学
習
機
会
に
対
応
で
き
る

学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
平
成
14
年
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
相
当
の
社

会
教
育
施
設
と
し
て
、
各
種
サ
ー
ク
ル

を
は
じ
め
、
地
方
公
共
団
体
や
市
内
外

企
業
の
研
修
な
ど
、
広
域
的
か
つ
多
目

的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
プ
ラ
ザ
の
利
用
団
体
に
つ

い
て
、
施
設
利
用
状
況
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す(

平
成
十
九
年
十
一
月
末

ま
で
の
１
年
間
の
集
計)

。

　
【
利
用
区
分
ご
と
の
内
訳
】

　

プ
ラ
ザ
利
用
団
体
の
内
訳
は
、
大
き

く
分
け
て
、
社
会
教
育
法
に
規
定
さ
れ

る
社
会
教
育
関
係
団
体
（
社
教
団
体
）、

地
方
公
共
団
体
他
の
公
共
的
団
体
（
公

共
団
体
）、
労
働
団
体
や
学
術
団
体
な

ど
の
一
般
団
体
、
企
業
、
各
種
教
育
機

関
等
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

プ
ラ
ザ
利
用
登
録
団
体
を
含
む
社
教

団
体
の
利
用
が
46
％
、
公
共
団
体
の
利

用
が
17
％
で
、
こ
の
両
者
で
3
分
の
2

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

減
免
措
置
の
な
い
一
般
団
体
や
企
業

等
の
利
用
も
20
％
近
く
あ
り
、
大
学
院

や
通
信
制
高
校
な
ど
教
育
機
関
の
正
規

授
業
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
施
設
別
の
利
用
状
況
】

　

プ
ラ
ザ
に
は
大
小
５
つ
の
会
議
室
と

6
つ
の
研
修
室
が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
多
目
的
室
が
最
も
利
用
が
多

く
、
中
・
小
会
議
室
が
そ
れ
に
続
き
ま

す
。
１
日
を
通
し
て
、
平
均
的
に
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
【
曜
日
・
時
間
帯
別
の
利
用
状
況
】

　

曜
日
別
に
見
る
と
、
月
曜
日
が
少
な

く
、
週
半
ば
の
平
日
利
用
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
公
共
団
体
や
社
教
団
体
の

利
用
が
平
日
に
集
中
す
る
の
に
対
し

て
、
一
般
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

は
、
週
末
の
土
日
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
社
教
団
体
の
水
・

木
曜
夜
間
と
一
般
団
体
の
土
・
日
曜
昼

間
の
利
用
が
特
徴
的
で
す
。

　

プ
ラ
ザ
休
館
日
や
振
替
休
日
で
利
用

が
避
け
ら
れ
が
ち
な
月
曜
日
と
併
せ
、

土
・
日
曜
日
夜
間
の
有
効
利
用
が
今
後

の
課
題
と
も
い
え
ま
す
。

い わ き 市 生 涯 学 習 プ ラ ザ 利 用 に 関 す る 調 査い わ き 市 生 涯 学 習 プ ラ ザ 利 用 に 関 す る 調 査

＝プラザ施設の団体利用状況に関する分析＝

0

50

100
(%） プラザ事業

一般団体

企 業 等

教育機関

減免条例

社会教育
関係団体

いわき市
公共利用

日土金木水火月 0

200

400

600

800

1000

(回 )

日土金木水火月

夜間

午後
午前

0

100

200

300

400

500

600

700

( 回 )

大
会
議
室
(1)

大
会
議
室
(2)

中
会
議
室
(1)

中
会
議
室
(2)

小
会
議
室

多
目
的
室

体
験
学
習
室

和 

室
(1)

和 

室
(2)

茶

 

室

研

修

室

夜間

午後
午前

社会教育関係団体
46%

いわき市・
公共的団体
17%

一般団体
16%

プラザ事業
10%

減免条例
3%

企業等
6%

教育機関
2%

第1図　利用区分別団体比率

第４図　曜日・利用区分別比率

第２図　施設・時間帯別利用回数

第３図　曜日・時間帯別利用回数


